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上宮太子高等学校 学校評価に関する規定  

 

平成 23 年 3 月 17 日 制定  

 

(趣旨 ) 

第 1 条 この規定は、学校教育法施行規則第 66 条及び第 67 条に基づき、学校法人上

宮学園が設置する上宮太子高等学校における教育活動その他学校運営状況に関し、必

要な事項を定めるものとする。  

 

(目的 ) 

第 2 条 学校法人上宮学園が設置する上宮太子高等学校（以下「学校」という。）が、

自らの教育活動その他の学校運営について、目指すべき成果やそれに向けた取り組み

の目標を策定し、その達成状況を検証かつ評価することにより改善を図り、学校教育

の質的向上に資するために必要な事項を定めるものとする。  

 

(学校評価 ) 

第 3 条 学校評価は、自ら行う自己評価ならびに保護者及びその他の関係者が、学校

の自己評価の結果を踏まえて評価する学校関係者評価とする。  

 

第 4 条 自己評価の改善方策の実施のため、学校に学校評価委員会を設置する。  

2 学校評価委員会は、自己評価及び学校関係者評価の計画・立案・進行管理・改善策

及び結果の公表を行う。  

 

(学校評価委員会 ) 

第 5 条 学校は、第 3 条に定める自己評価のため、学校長、学校参事、教頭、事務長、

学校評価主任、学校評価担当を委員とする学校評価委員会を設置する。  

2 学校長は、委員長として学校評価委員会を主宰する。学校評価主任は、委員長を補

佐し学校評価委員会の会務を推進する。  

 

(自己評価項目 ) 

第 6 条 学校における学校評価委員会は、学校の教育目標に基づき、長・中期及び単

年度の重点目標並びに教育活動その他の学校運営に係る評価領域・項目を定める。  

2 自己評価を実施するについては、生徒による授業評価、生徒及び保護者に対する学

校評価外部アンケートの調査結果も活用する。  

 

(学校関係者評価 ) 

第 7 条 学校における学校関係者評価委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

人数は 5 名程度とする。  

  (1)  保護者会役員の中から学校長が委嘱する委員  

  (2)  学校卒業生の中から学校長が委嘱する委員  



  (3)  その他、必要に応じて学校が選出する委員  

2 委員の任期は 1 年とし、再任を妨げない。  

3 学校における学校関係者評価委員会に委員長を置く。  

4 学校における学校関係者評価委員会の委員長は、当該学校関係者評価委員会の会務

を総理する。  

5 学校における学校関係者評価委員会は、学校の学校運営の改善に資するための必要

な助言を付して、自己評価に対する検証結果を学校長に報告する。  

6 学校における学校関係者評価委員会が必要と認めたときは、第 7 条第 1 項各号に定

める委員以外の者を出席させ、意見を聞くことができる。  

7 委員は、その職務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又は

不当な目的に利用してはならない。その職を退いた後も同様とする。  

 

(評価結果の報告 ) 

第 8 条 学校評価委員会の委員長は、自己評価及び学校関係者の評価結果と今後の改

善方策をまとめ、学園の理事会 (理事長 )に提出するものとする。  

 

 

 

(評価結果の公開 ) 

第 9 条 学校評価委員会の委員長は、自己評価及び学校関係者の評価結果の一部を、

ホームページ等で外部に公開するものとする。  

(事務の所管 ) 

第 10 条 この規定に関する事務は、学校の学校評価委員会が行う。  

 

   附則  

この規定は、平成 23 年 3 月 18 日から施行する。  





















































 

 

令和２年度 

 

各部署の中間評価報告書 

 

 

 

 

上宮太子高等学校 

学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 教 務 部 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

(１)教務運営システムの整備・効率化 

⇒昨年度から週の初めの職員朝礼の内容を、校内ネットワークで配信するシステムを

運用している。今年度は新型コロナウイルスに伴う例年にはない行事（すぽかるふ

ぇす２０２０、ＵＴフェスタとオープンキャンパスの融合型行事）を実施し、生徒

会・入試対策部等との連携のもと生徒が主体となるような運営を行ってきた。今年

度限定の行事もあるが、実施後の反省点を活かして来年度に向けて改善を図ってい

きたい。 

 (２)有効な指導体系の継続検討 

  ⇒３コース制導入に伴いコースの特色が出るような考査問題の作成を依頼している。 

また２０２２年度からの新カリキュラムに向けて、検討会を重ねている。 

(３) 国際理解教育の推進 

  ⇒オンライン英会話を導入し活用している。 

(４)オンライン授業の導入 

 ⇒ICT 教育推進委員を中心に、休校期間においても Zoom によるオンライン授業が出来 

る校内体制を確立することが出来た。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

【年度末に向けての検討事項】 

① 2022 年からの新カリキュラムに伴う教科主任との検討会 

② 労働時間の遵守及び就業システムを円滑に運営するため、事務所・総務との連携。 

③ 教務内規・考査規定の再検討 

④ ICT を活用した更なる授業の改良 

※課題は山積の状態である。積極的に取り組んでいきたい。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 生 徒 指 導 部 責任者名  

（校務分掌―学校評価―令和２年度―02 中間評価―02 中間部署名） 

10 月 31 日(土)までに上記フォルダーに入れておいてください。 

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

 
生徒相談 

  研修会への参加・カウンセリングの日程調整等順調に進んでいる。 

  スクールカウンセラーによる教職員への研修は、3学期に予定している。 

 

生徒会 

    行事が中止になるなか、「UT すぽかるふぇす 2020」「UT フェスタ」は生徒が主体的に

行事進行を行えた。 

  委員会活動は、担当教員が中心となって活性化しつつある。 

    上宮太子ニュースは学期に１回発行している。 

地域行事、校外ボランティアは今年度中止。 

部活動は、顧問と一体となって活発な活動が見られる。 

 

生活指導 

  １・２・３については、担任・生活指導担当教員との協力のもと実行できている。 

  4 については、今後も継続して検討していく。 

校長先生との対談会で生徒との意見交換をし、生徒心得の見直し・検討を行う。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

 
生徒相談 

  問題点は特になし。 

 

生徒会 

  インターアクト部設立は来年度に延期。 

 

生活指導 

  生徒の規範意識向上の強化に当たる。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 進路指導部 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

 

Ⅰ．進学実績の目標達成（ａ．国公立１４ ｂ．関関同立２０ ｃ．産近甲龍８０） 

    進学実績に関する項目なので、現時点での評価はできない。 

    指定校推薦制度を利用した生徒は４４名で、昨年度より６名減少した。 

 

Ⅱ．基礎学力の向上（ｄ．偏差値５２以上を２割 ｅ．偏差値４６以上を５割 

          ｆ．模試の事前・事後指導、結果分析） 

    高校１年で偏差値４６を超えている生徒の割合は２割強であった。 

    高校２年で偏差値４６を超えている生徒の割合は２割弱であった。 

    模試の結果を受けて、学年ごとに分析会議を行った。今後の指導方針について 

    一定の方向性を示した。 

 

Ⅲ．主体性を育む教育 

  ｇ．探究活動の推進 

    学年と連携をとりつつ、おおむね予定通りすすんでいる。 

  ｈ．家庭学習の推進 

    進路指導部として取り組んでいるものではないが、ＩＣＴサービスの利用に伴い 

    一定程度の定着がうかがえる。 

 

Ⅳ．戦略的改革（ｉ．生産性の高い進路指導体制構築 ｊ．ＩＣＴ教育の推進 

        ｋ．アクティブラーニングの研究と啓蒙） 

    あまりすすんでいない。業務全体の見直しについて、改善の余地がある。 

 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

 

Ⅰ．ａ．ｂ．ｃ． 

    高３学年団と連携しつつ、指導法を工夫していく。 

 

Ⅱ．ｄ．ｅ．ｆ． 

    高１、高２学年団と連携しつつ、指導法を工夫していく。 

 

Ⅲ．ｇ．高１、高２学年団と連携しつつ、より良いものを作り上げていく。 

  ｈ．ＩＣＴサービスを活用しながら進めていく。 

 

Ⅳ．ｉ．ｊ．ｋ． 

    業務の削減や分担について、検討を続ける。 

 

上宮太子中学校・高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 入試対策部 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

（１）入試における受験者数安定・増加のための活動 
 ・今年度はコロナウイルス感染症拡大に伴う休校措置等の関係で、年度当初の中学校や塾への

訪問による渉外活動ができなかった。しかしながら、電話等での渉外活動を行い、例年と同

様のコンタクトを取ることができた。 
 ・Zoom によるオンライン個別相談会を定期的に行い、受験生向けの渉外活動を新たに行った。 
 ・校外での説明会においては、各会場でコロナウイルス対策として入場制限が設定されること

が多く、例年に比べ個別相談で対応した数が少なかった。 
  
（２）効果的な広報物を制作・活用する 
 ・リーフレット関係を刷新し見栄えのよいものにしたため、リーフレットを手にした受験生の

反応はよかった。 
 
（３）情報の収集・共有化 
 ・渉外活動や研修会参加において情報収集は積極的に行っている。入試対策部内での共有は概

ね図れているが学校全体での共有は達成できていない。 
 
（４）今後に向けての対応策検討 
 ・収集した情報をもとに、検討中である。 

 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

（１）について 

・コロナウイルス感染症に関する対策が各箇所でとられており、現在は通常の訪問による渉

外活動ができている。今後も塾や中学校を通し、積極的に案内をかけていく。 

・説明会への動員数を増やすよう広報活動を行っていく。 

（２）について 

 ・現状のものを最大限活用して広報活動を行う。   

（３）について 

 ・学校全体での情報共有化が行えるような方策を検討する。 

（４）について 

  今年度は近隣の学校の動きが目立つ。他校の広報戦略や取り組みも参考にしながら具体的

な動きにつなげていけるよう、部内での意見を集約し検討していきたい。 

上宮太子中学校・高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 国 語 科 責任者名  

１、 授業改革による生徒の読解力・表現力の向上 

各学年、意欲的に取り組んで頂いているが、まだ道半ばというところである。 

２、 各学年での学習指導内容の研究 

iPad を使用した授業展開については、ロイロノートを先駆的に使用し、様々な方法で生徒たちの意識向上 

につながっていると感じている。 

模試直前の対策授業については、特進クラスにおいてはかなり浸透してきている。取り組みが結果に結びつく 

ことを期待している。 

３、 受験対応力向上へ向けたアプローチ 

   各学年、それぞれに工夫したアプローチを行っている。特に今年はコロナ禍の中での受験対応、共通テスト 

   初年度ということでかなり対応が難しいが、頑張っていきたい。 

４、 教員の研修活動への参加、教科へのフィードバック 

今年はコロナ禍でほとんど研修会への参加がオンラインになったが、相変わらず積極的な参加を続けている。 

授業改革、入試改革への対応を軸に、今後もしっかり取り組んでいきたい。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

変革時期にあり、取り組みをアップデートしなければならないものが多くある。 

その中で、休校措置が再び起こらず、後半の授業がスムーズに進むことを祈りつつ、 

目の前の生徒たちがしっかりと取り組めるよう、前向きな努力を重ねていきたい。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 社会科 責任者名  

（校務分掌―学校評価―令和２年度―02 中間評価―02 中間部署名） 

 (1)「立腰」から始まる授業に集中できる雰囲気づくり、社会科の授業が好きになる工夫
をすることにおいては、それぞれの先生方の工夫がみられている。 

   高校において、特進コースは平均偏差値 60 以上、総合進学コースは平均偏差値 50
以上をめざすことに関しては、この提出した後に、高校２年で初の社会を含む模試 

   が行われる。 
(2)教科会の可能な限りの実施と科目間の連携などは適宜とれているように思われる。 

授業見学会実施や思考力・判断力・表現力を意識した、新課程研究は今からの部分で
ある。 

(3)①大学入試制度改革に向けた上宮太子高校の入試問題にふさわしい内容にするための
研究。②大学入試センター試験、難関私立大学等の入試問題を研究し、高得点につ
ながる科目担当者による研究。に関しては継続中である。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

授業見学会実施や思考力・判断力・表現力を意識した、新課程研究は取り組みたいと
考えつつも、いまだに進行できていないところが、課題である。 

 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 数学科 責任者名  

 

 

 

 

１．授業の厳正化 

  ⇒ コロナの影響もあり、ZOOM によるオンライン授業を実施したため、生徒の反応を伺うの 

は難しかったが、各教員実現に向けて取り組んでいた。 

 

２．数学力の向上 

  ⇒ オンライン授業を実施する中で、「ロイロノート」を積極的に活用し、自宅学習が充実し

た。その中で家庭学習の習慣化は図れている。 

 

３．教科会の活性化 

  ⇒ 教科会は５段階評定の会議も多く例年より多く実施されていた。 

 

４．研修への参加 

  ⇒ コロナの影響を受け、アクティブラーニングや ICT についての研修参加は難しかった。 

 

 

  コロナウイルスの影響を受け、通常授業を取り戻すことが第一で、何とか現状を取り戻すこ

とができているが、発展させるのは難しい状況であった。逆にＩＣＴを積極的に活用し、多くの

ことを教員が学び、生徒に還元している。 

 

 

 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 理科 責任者名  

 

① 指導力を向上し、授業内容を充実する 

 ａ 実験や観察を多く取り入れ、理科に対する興味・関心を高め、科学的自然観を養う。 

また、指導方法を教科内で共有する。 

 各科目ご担当の先生方の尽力により、継続的に実験を授業に取り入れている。 

科目内での教員間の情報共有や意見交換も引き続き行われている。 

 ｂ 大学受験に向けた各学年における実力養成のための方法や課題の研究および実践 

   各科目において、生徒に応じたより良い指導法の研究、実践が行われている。 

ｃ 授業見学や FIND アクティブラーナーを使った授業研究を実施し、これをもとに教 

科会で意見交流を行う。 

 意見交流はできていない。各々の授業研究は行われている。 

 ｄ 進研模試や関西国公立、関関同立などの入試問題研究を行う。 

   各々においての授業研究は行われている。 

ｅ ＩＣＴを用いた授業について研究し、新課程研究を進める。 

  例年に引き続き、改良を加えながら実践している。 

 ｆ 観点別学習状況の評価基準を検討する。 

   改良を加えながら実践している。 

 

② 大学入試に対応できる学力をつけさせる 

 ｇ 生徒の実情に合わせた補講習・単元テストを適宜実施し、学力向上につなげる。 

   各科目において積極的に実践されている。 

 ｈ 「やり直しノート」を作成・提出させ、復習の重要性を意識させる指導を徹底する。 

また、課題の与え方について検討する。 

 上記ｆにも拘わっており、各科目内において実践されている。 

 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 英語科 責任者名  

①英語力の向上にむけて 

各先生方がこまめに予習のノートチェックをしています。ロイロノートを使ってするようになり、

少し時間短縮できるようになりました。 

 

復習のための小テストを特進クラスでは実施してくれています。 

総合進学クラスへの実施徹底は手が回りません。 

 

セブ島のオンライン英会話を今年度初めて１、2 年生全クラスに導入しましたが、楽しんで 

取り組んでいるようです。 

 

② 総合進学での研究授業を実施する予定でしたが、3 年生が入試準備に追われて実施できません

でした。 

 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

 

特進クラスへの取り組みはどの学年も十分すぎるほど出来ています。 

来年度は総合進学コースにも力を入れたいと思います。 

上宮太子中学校・高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 保健体育科 責任者名  

 

（短期目標）※本年度に取り組む目標 

・集団行動を通じて、社会生活に適応できる姿勢・礼儀などを習得する。 

高校入学時に 1 年生は徹底して集団行動を行うのだがコロナによる休校及びリモート授業などで

少し遅れている。通常授業の開始時に補う形で今も実践中である。 

 

・各種スポーツを通じて、技能向上と体力作り・協調性を習得する。 

技能体力面ではコロナの影響もあり例年に比し遅れている。ただ協調性についてはついてきてい

ると思慮する。 

 

・デジタル教科書を活用した、授業も研究し、実践できるようにしていく。 

リモート授業などを実際に行ったのでいつもよりは実践できている。 

 

（中・長期目標）※数年計画で達成したい目標 

・新興感染症への対応 （コロナウイルスに対する知識、予防方法、罹患時の対応など） 

まだまだ理解できない 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

コロナ対策での遅れを取り戻す。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 芸 術 科 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価 

（１）行事への協力、取り組みについて。 

   ・聖徳書道展において案内発送、展示のレイアウト及び展覧会の運営に協力できた。 

   ・UT すぽかるふぇす 2020 において文化的な発表面で、協力できた。 

 

（２）表現力を伸ばし、感性を磨き、豊かな心を養う。 

   ・三科目とも実技を中心に行いながら、歴史的なことや学問的なことにも触れ、授業が進

められている。 

 

 

（３）評価評定の方法について協議する。 

   ・教科会にて何度か評定の在り方について話したが、今も進行中である。 

 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容 

 

   ・芸術は、五教科では学べない部分を教えるべきだと考えているので、評価、評定につい

てもどうあるべきか、継続して考えていきたい。 

    

上宮太子中学校・高等学校 学校評価委員会 



令和２年度 中間評価 

報告書 

部署名 責任者名 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 情報科 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

① より良い授業内容にするための検討 

・ 学習効果の高い実習課題の検討は，行っている。 

・ 座学で扱う内容の再構成はできている。 

 

② 新学習指導要領における教材研究 

・プログラミング教育に関する情報収集は行っている。 

・カリキュラムを含めた授業計画案の検討は進んでいない。 

 

③ 大学入試制度改革に関する情報収集 

・「情報科」大学入試導入に関する情報収集は随時行っている。 

・「情報科」大学入試導入に関する研修会への積極的参加は，現時点ではできていない。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

①・学習効果の高い実習課題の検討については，継続して取り組む。 

②・プログラミング教育に関する情報収集は，継続して取りくむ。 

・カリキュラムを含めた授業計画案の検討も，継続して取りくむ。 

 

③・「情報科」大学入試導入に関する情報収集は。継続して取り組む。 

・「情報科」大学入試導入に関する研修会への積極的参加は，今後も検討する。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 宗教科 責任者名  

（校務分掌―学校評価―令和２年度―02 中間評価―02 中間部署名） 

10 月 31 日(土)までに上記フォルダーに入れておいてください。 

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

①日常の挨拶について、多くの生徒は挨拶を積極的にしています。法然上人像への礼なども 

 早朝指導の先生方の協力により、実践できています。 

②授業開始の「一枚起請文」奉読はコロナウィルス対応のため、やや静かに唱えています。 

授業においてはパワーポイントを利用して授業展開、内容を検討しています。 

③コロナウィルスの影響で体育館においての御忌式、校祖誕生会、物故者追悼会すべて中止と

なりました。現在はＺＯＯＭでの御忌式が中心で、リモートによる合掌、「一枚起請文」奉読

は生徒の意識を統一する工夫を考えたいです。 

 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

①、②の項目とも本年度はコロナウィルスの影響で今までにない対応を求められています。 

授業での立腰、合掌、礼、など威儀作法についてもガイドラインに従った実践を生徒に指導し

ていきます。式典としての御忌式、校祖誕生会、物故者追悼会は記録写真、撮影動画などを見

せることで、理解をさせていきたいです。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 １学年 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

(1)校訓「正思明行」・学順の実践 

 ・各クラス掃除の徹底を心がけ、整理整頓を意識した指導を行った。 

(2)生徒・保護者・教員の意思疎通 

 ・第２回保護者説明会は Zoom と出席者を合わせて 90％以上の出席率であった。 

(3)特に英語・国語・数学を意識した学力向上のための方策と学習習慣の確立 

 ・特進Ⅰ類、Ⅱ類コースは概ね達成できているが、総合進学コースでは、クラブ活動との両立が難しい。 

(4)担任団・学年担当者・各分掌との連携・意思疎通 

 ・なかなか意思疎通が難しい状態である。 

(5)個々の将来の目標設定・目標を意識した進路指導の実践 

 ・二者面談を実施し、文理選択の重要性を理解させた。 

(6)社会の一員であることの意識の定着 

 ・探究の授業に於いて SDGs を調べ、発表を行った。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

(1)校訓「正思明行」・学順の実践 

 ・引き続き各クラスの掃除の徹底を行う。 

(2)生徒・保護者・教員の意思疎通 

 ・高１の保護者説明会は出席しなくても大丈夫という状況を作りたくない。 

(3)特に英語・国語・数学を意識した学力向上のための方策と学習習慣の確立 

 ・英検対策講習を実施し、英語力強化をはかる。 

(4)担任団・学年担当者・各分掌との連携・意思疎通 

・毎週担任会を開き、各クラスの現状を全担任が把握するようにする。 

(5)個々の将来の目標設定・目標を意識した進路指導の実践 

 ・文理選択の結果における教科を特化させる。 

(6)社会の一員であることの意識の定着 

 ・ルールを守ることも社会の一員であることを理解させる。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 ２学年 責任者名  

（校務分掌―学校評価―令和元年度―01 中間評価―01 中間部署名） 

10 月 31 日(木)までに上記フォルダーに入れておいてください。 

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

①・校則遵守の徹底 

（立腰、挨拶、服装、頭髪、言葉遣いなど） 

⇒ 概ねできている。 

・行事等では積極的に参加するよう促し、生徒一人ひとりに責任を持たせる。 

  ⇒ 概ねできている。 

・探究学習を利用して、プレゼンテーション能力を身につけさせる。 

   ⇒ より深く探究活動を行うことができ、生徒たちも積極的に取り組んでいた。 

② 学期に１回は必ず生徒との二者面談を実施し、日々生徒の様子を把握して、保護者 

と常に連絡を密にする。 

   ⇒ 二者懇談は各クラス丁寧に行った。また、コロナウイルス影響を受け、ICT を 

積極的に活用することで、今までより保護者とも連絡が多く取れるようになっ 

ていた。 

 ・立腰を行うことで心を落ち着かせる。⇒ 概ねできている。 

・授業と補講習を充実させ、特進コースは国公立大学、総合進学コースは関関同立を一 

般入試で合格するだけの実力をつけさせる。 

⇒ コロナウイルスの影響もあり、多く、補習・講習を行うことはできていない。 

④・担任団のみならず、学年担当者、教科担当者との連絡を密にして、情報を共有し、全

職員が同じ方向性で指導にあたり、全員で生徒の夢・希望を応援する。 

   ⇒ 概ねできている 

 

 

 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 人権教育 責任者名  

（校務分掌―学校評価―令和２年度―02 中間評価―02 中間部署名） 

10 月 31 日(土)までに上記フォルダーに入れておいてください。 

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

本年度はコロナウィルスの影響で１学期の人権教育ＬＨＲは実施できませんでした。２学期、 

９月２５日（金）人権ＬＨＲにおいて初めて「コロナウィルスによる人権問題」を実践しました。 

高 1、高 2、高 3 それぞれに一か所、学年の応じた質問を設けました。生徒は自分なりにコロナに

対する偏見、差別を理解して意見を記入してくれました。 

１０月３０日（金）に２回目の人権ＬＨＲを予定しております。「コロナウィルスによる人権問題

と、インターネット被害」についてアンケートを実施します。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

人権ＬＨＲの実施時期が各学年の行事、クラス運営に重なり調整が必要です。以前のように 

３階の多目的教室に２クラスを入れての指導はできなくなりました。コロナウィルスに対して 

のガイドラインに従い、生徒たちの安全を第一に考え現在のＨＲ教室による担任指導のスタイ 

ルを実践することになりました。これからも創意工夫をして人権ＬＨＲの実施をしていきます。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 保健管理 責任者名     

１、 保健室の機能を充実し、保健管理の組織的推進を図る 
新型コロナウイルス感染症の感染予防に細心の注意を払い計画を立て、定期の健康診断は

教職員一同の協力を得て、実施項目を学年別・段階的に実施して、特に問題なく終えた。 
また、学校医や学校薬剤師等と相談し、心身の健康観察や学校環境衛生、消毒・除菌清掃

活動の方法、感染者や濃厚接触者の対応などについて、組織的連携を図り、保健室の機能を

活かして、感染者がでることなく感染予防に努めた。 
救急対応として学校医の紹介で総合病院の城山病院と連携を図ることが実現できました。 

２、 自立的な健康の保持・増進をめざした保健教育の実践 
心身の発育・発達、特性に応じた健康課題に向けた個別の保健指導を行った。また、集団

的保健教育では、保健委員を中心に、新型コロナウイルスの感染症対策を協議し、新型コロ

ナウイルスをモチーフしたキャラクターや川柳を募集して、身近に迫りくる感染について予

防啓発に努めている。また、ホームページ（Health care Room・Health care News 臨時号

の発行）においても健康教育を充実していくことができた。 
３、 健康相談活動の充実と各分掌と連携、情報の共有化 

男女の発達特性を鑑み、相談しやすい環境作りに努めた。養護教諭の専門性を活かし、一

人ひとりの心に寄り添うことに留意した。相談には担任、保護者、学年主任等と組織的な連

携、特に教育相談（ＳＣ）とは強く連携を深めている。特に今年度は学校再開後の心のケア

には全学年アンケートを実施して、SNS によるいじめや不登校、教室に入りづらい生徒にも

重点的に対応をしている。 
４、 学校保健組織活動の円滑な推進 

新型コロナウイルス感染症の予防対策について学校医や保健所、学校内との連携を図り、

その指導のもとに実践している。生徒保健委員活動では除菌・清掃活動を生徒の主体的な教

育活動の一環として行うことができた。引き続き、学校保健の組織的な連携を図る。 
現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

１、 保健室の機能を充実し、保健管理の組織的推進を図る 
今後も学校感染症の流行の兆しをいち早く入手するために、欠席状況や健康観察に重点を

おく必要がある。担任や教務と連携し、学校医、保健所等の指導のもと発生時の迅速な対応、

予防啓発活動を積極的に取り組む。除菌・清掃活動では緩急をつけて実施していきたい。 

体育や部活動における、けがの発生が例年よりも増加傾向にある。けがの予防について可

視化による情報発信を進める予定である。 

２、 自立的な健康の保持・増進をめざした保健教育の実践 
将来に向けての健康増進が図れるように自律的な実践を目指しての生命の教育、感染症予

防に関する保健指導を推進したい。今後もホームページ等、ICT の活用を推進していきたい。 
３、 健康相談活動の充実と各分掌と連携、情報の共有化 

心身に問題を抱える生徒を、保健室だけで抱えることが多い。担任、学年団、部活動の顧

問、SC や保護者とも必要に応じて情報共有を図り、役割分担とチームとして組織的連携を深

めていくことが急務である。生徒への声がけを多くし、生徒の言動とあわせて心の問題やそ

の背景に注意を払って、深刻な問題にならないように心がける。 
４、 学校保健組織活動の円滑な推進 

生徒が主体的に活動できる保健委員会活動の企画（講演会や発表）、ホームページの作成

や保健ニュース作成など、生徒会や各委員会、分掌の協力を得て引き続き推進していきたい。

しかし、その委員会活動において時間を捻出することが難しい。また今後、反省・評価に繋

げていくことも課題である。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度 中間評価 

報告書 

部署名 責任者名 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

上宮太子中学校・高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 広 報 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

（１）本校ホームページの更なる改良 

 ⇒見たい情報にすぐにたどり着けるホームページを目指して、動画の整理やトップペー

ジの改良を行っている。 

（２）ブログの更新回数増加とアップ内容の精査 

 ⇒行事に関しては、内容の詳細が分かる文章と写真をアップして内容の充実を図ってい 

る。ただ更新回数については目標に達していない。 

（３）近隣地域に向けた広報活動の充実 

 ⇒新規のものとして、スクールバス側面に広告を掲載した。またリニューアルした懸垂

幕を掲示した。 

（４）ＳＮＳ活用の検討。 

 ⇒他校の状況を調査中である。 

（５）広報委託業者の見直し。 

 ⇒次年度から広報業務を委託する新規業者に向けて選定のためにコンペティションを 

準備している。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

学校案内、ホームページ管理において、現状の依託業者と連携の点において多くの課題

を抱えている。次年度から新規依託をする業者との間においては、上宮太子が目指す広報

物のあり方をしっかりと伝え、共に完成度の高い仕事をしていきたい。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 業務推進 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

① 共有文書等のデータによる活用 

・「各種書類の印刷量の削減およびデータの活用」は，一部で実施できている。 

② 個人情報の管理の徹底 

・「定期的な個人情報の安全管理に対する教員への注意喚起」および「個人データの管理の徹底」につ

いては，現時点では十分とは言えない。 

③ 環境の充実 

・ ファイルサーバ内のフォルダの整理は，一部で実施している。 

・ 個人ＰＣへのセキュリティソフトの導入の徹底は，実施できている。 

④ 業務軽減への方策 

・ 「分掌内での情報の共有化の徹底」および「効率的な業務の分担の実現」は一部できている。 

・ 「作業マニュアルの改訂」は実施できていない。 

⑤ クラウドサービスの活用 

・ クラウドサーバの利用は，進んでいない。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

① 「各種書類の印刷量の削減およびデータの活用」は，今後も取り組む。 

 

②  「個人情報の管理の徹底」は。継続して取り組む。 

 

③ 「ファイルサーバ内のフォルダの整理」は，今後も取り組む。 

 

④ 「作業マニュアルの改訂」は，今後も検討する。 

 

⑤ 「クラウドサービスの活用」は，今後も検討する。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 学校評価 責任者名  

（短期目標）※本年度に取り組む目標 

①学校評価に関する企画･立案・実施 

  令和２年度の予定は、コロナ禍の影響はあったものの、予定通り進んでいる。 

 

②学校評価の報告書の作成・提出 

  今年度も予定通り作成し提出を終えている。 

 

③授業アンケートに関する企画･立案･実施 

  予定通りの日程で実施する準備は終えている。 

 

④学校関係者評価委員会の企画・立案・実施 

  コロナ禍の影響で学校関係者評価の実施方法は例年と同じ形態でできなかったが、方

法を変えて実施済である。 

（中・長期目標）※数年計画で達成したい目標 

各アンケートの活用方法についての検討 

  現在のところ新しい活用方法についてはまだ検討できていない。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容 

  今のところ特に問題は出ていない。 

  今後オンラインによるアンケートの可能性を考えたい。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 



令和２年度各部署の中間評価 

報告書 

部署名 事務室 責任者名  

取り組み内容に対しての中間評価（項目別でも、全般的でも可） 

① 適切かつ効率的な事務処理と質の維持 

上宮本部からの移動職員、新任職員の配属もあったが、コミュニケーションをとりな

がら確実に業務の引継ぎを行うことができている。また、本部と連絡を密にとり、業

務が効率よく行われている。 

② 企画・運営に関する事務（特色のある学校づくり） 

コロナウイルス感染症により、情報発信が難しくなる中、ＷＥＢ説明会システムのサ

ポート、中学校・塾への学校案内の送付（４月・７月・９月）、スクールバスへの合格

実績等のラッピングを行った。 

③ 校内の・教育環境のさらなる整備 

新型コロナウイルス感染症においてＷＥＢ授業などの遠隔教育システムの準備が急務

の中、教職員との連携により整備することができ、全生徒が自粛期間中のＺＯＯＭに

よるＷＥＢ授業に参加することができた。 

現在までの問題点および年度末に向けての取り組み内容（項目別でも、全般的でも可） 

① 適切かつ効率的な事務処理と質の維持 

既存の業務・作業の内容と工程を見直し、更なる業務の効率化を図っていく。 

② 企画・運営に関する事務（特色のある学校づくり）     

コロナウイルス感染症で早い段階から会場を学校とした学校説明会等を行うことがで

きなかった為、実際に学校を受験生に見てもらえる機会が少なくなった。後半の貴重

な学説明会等をより成功させるために事務室としてサポートしていきたい。 

③ 校内の・教育環境のさらなる整備 

タブレット等を活用したＩＣＴ教育など子どもたちがさらに良い環境で充実した学校

生活をおくることができるようにネットワーク等より整備していく。他にも、補修等

必要な箇所については、計画を立てて修繕していきたい。 

上宮太子高等学校 学校評価委員会 
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令和２年度 授業アンケート 分析 

 

  １．実施時期 

       令和２年 11 月 13 日 （金） 

      

  ２．対象学年 

 全学年 

 

  ３．グラフについて 

     各項目に対して、「高い評価」・「やや高い評価」・「やや低い評価」・「低い評価」の 4 段階で評価をし、

「高い評価」と「やや高い評価」を合わせた評価を肯定的評価と呼んでいます。 

 

     教科別肯定的評価グラフ 

      各教科に所属している教員の肯定的評価の割合を示しています。 

 

     質問別肯定的評価グラフ 

      「授業マナー」…あなたは、この授業でマナー（私語・いねむり等をしない）を守っていますか？ 

      「授業参加」……あなたは、自分なりの目標を持って、この授業に積極的に参加していますか？ 

      「家庭学習」……あなたは、この授業に必要な家庭学習（予習・復習等）をしていますか？ 

      「話し方」………先生の話し方や説明の仕方はわかりやすいですか？ 

      「板書等」………先生の黒板・プリント等の使い方（体育・芸術等は実技指導）は良いと思います

か？ 

      「要点強調」……先生の授業は、重要なところが強調されていますか？ 

      「授業難度」……授業の学習内容のレベルは、ちょうど良いと思いますか？ 

      「授業速度」……授業を進めるスピードは、ちょうど良いと思いますか？ 

      「理解確認」……先生の授業は、生徒の理解を確かめながら進められていますか？ 

      「質問発言」……先生は、生徒の質問や発言を促し、ていねいに対応していますか？ 

      「授業展開」……授業の進め方（組み立て）は、興味関心を引き、学習意欲をわかせると思います

か？ 

      「教員熱意」……先生の授業に熱意を感じますか？ 

      「公平対応」……私語などに対して適切な対応が取られ、公平で思いやりのある授業ですか？ 

      「満足度」………この授業は、あなたにとって良い授業だと思いますか。 

 

      この内、「授業マナー」・「授業参加」・「家庭学習」は生徒の自己評価になります。   
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 ４．分析 

      令和２年度は 11 月に実施した。約 6 ヶ月間授業を実施して、生徒がどのような受け取り方をして

いるか、また、どこに問題点があるかを確認し、その後の授業に反映できるように行った。 

      ここに載せたグラフは、全教員の平均であり、かなり経験豊富な教員から経験がまだ少ない教員ま

で含まれている。各教科でお互いに情報交換をしながら、全体的にレベルアップをしていけるように

活用したい。 

     

      教科別肯定的評価グラフにおいて、各教科とも８０％以上になることを目標としている。今年度は

全教科で目標の８０％以上をクリアできた。過去３年間のグラフを比較すると、今年度は全体として

もかなり高い評価を受けている。特に英語、情報の評価は前年度と比べると７ポイント以上の高い評

価になった。今後とも、より高い評価になるように教科で検討を重ねていきたい。特に情報科におい

ては１０ポイント以上上昇しており、昨年度の結果を踏まえて、かなりの改善がなされたようだ。 

 

 

令和２年度 授業アンケート（教科別評価） 
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令和２年度 授業アンケート（質問別肯定的評価） 

 

 

 

質問別肯定的評価グラフにおいては、昨年度と同様に今年度の重点目標として家庭学習の習慣を掲

げた。数値的には高い結果とはいえないが、昨年度よりも更に上昇し、３年連続で前年を超えること

ができた。このことから毎年目標としている家庭学習の習慣の向上は、その取り組みが功を奏してき

ていると考えられる。（自己評価の「家庭学習」は実技教科を含んだ数値であるため４０％以上が目

安になる。本年は５３％） 

他に、「授業展開」の評価は他の項目に比べると、例年評価の数値が低い。しかし、この項目でも

今年度は昨年度からの結果を維持し、若干ではあるが上昇させることができた。そして、全体として

見れば、今年度は直近３年で最高の結果を出すことができたと言える。高い結果が出るとういことは、

今後は下降する可能性の方が高い傾向が出てくるため、各教科ともに、現状が維持できるようにする

には、どうすればよいかを教科会等で話し合うことが大切である。 
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令和２年度 学校評価に関する報告書 

上宮太子高等学校 

１．令和２年度年間目標 
令和２年度の年間目標として、「浄土宗の教えを基盤としながら、卒業後の人生に役立つ人づ

くり、人間力の向上」という前提のもと、「礼節を重んじ、常識を身に着け、ルールを守るこ

と。負荷をかけることで学力面を向上させること。各コースからの大学合格者数の数値目標

や英検の取得目標を実現させること。各部署それぞれが連携して職務に取り組み、各教科が

授業力の向上のために研究に取り組むこと。そして働き方改革を進めた上で目標を達成して

いくこと。」を掲げた。 

 
２．各部署の目標と評価 
   ①教務関係 
   【重点目標】 

    1. 教務運営システムの整備・効率化 

・行事の着実な実施と改良 

   ・教務各係の業務内容と資料の点検整備 

   ・教務内規の精査、改定、整備 

   ・各部署との連携強化 

 2. 有効な指導体系の継続検討 

   ・カリキュラム改訂の検討 

・シラバス整備・公開の検討 

3. 国際理解教育の推進 

4. オンライン授業の導入 

 

   【評価】 

・新型コロナウイルスの影響が続く環境下で、学校行事について、生徒の安全・健康を守 

るため辛抱を求める場面もあったが、各部署と連携を取り、感染防止に努めた上で、可能 

な限り行事を進めるように努めた。 

・業務内容を明確化し、点検・整理を行った。また、上宮高校との内規比較から改善点の 

検証を図った。 

・令和４年度の新教育課程用カリキュラムを検討できた。また、各教科・科目の年間指導 

計画は例年通り整備しつつも、シラバスへの改良や公開に関しては未だ検討中である。 

     ・新型コロナウイルスの影響で、海外語学研修はすべて中止となったが、イングリッシュ 

ワークショップと海外語学研修に代わるイングリシュキャンプを実施することができた。 

    ・新型コロナウイルスによる臨時休校期間の対策として、保護者のご協力のもと、組織的 

なオンライン授業体制の整備ができた。 

 
  ②生徒指導関係 
   【重点目標】 

    1. 悩みを持つ生徒が、楽しく学校生活を送れるようにする 

    2. 生徒会活動、委員会活動、広報活動、ボランティア活動の活性化と研究 
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3. 生徒指導の推進と問題行動の予防強化、生徒の道徳意識、規範意識の向上     

    4. いじめ・不登校、配慮を要する生徒への取り組み 

5. 生徒の愛校心の向上  

 

   【評価】  

・カウンセリングについてはスムーズに対応ができた。カウンセリングの部屋が同じ棟に 

なったために、動きがよくなった。この形は今後共次年度にもつなげていきたい。 

・ 新型コロナウイルスの影響で予定していた行事が変更されたり、できなかったりしたが、 

生徒会役員が中心となって、形を変えて実施することができた。（すぽかるふぇす 2020 等） 

    ・インターアクトクラブの認証伝達式を規模が縮小はしたが実施でき、他校や外部機関と

連携して、ボランティア活動の第一歩を踏み出すことができた。 

・新入生には新型コロナウイルスの影響で、例年のように一斉に会しての生徒指導の話が 

できず、定着させることに時間を要した。 

 
  ③進路指導関係 
   【重点目標】 

    1. 進学実績の目標達成（３年） 

      ・国公立大 目標 14 以上  

・関関同立 目標 20 以上 

・産近甲龍 目標 80 以上 

 

    2. 基礎学力の向上（１、２年） 

  ・進研模試偏差値 ss52 以上を学年の２割以上 

           ss46 以上を学年の５割以上 

  ・模試の事前・事後指導、結果分析の更なる取り組み 

 

3. 主体性を育む教育 

4．戦略的改革 

生産性の高い進路指導体制の構築 

ICT 教育の推進 

アクティブラーニングの研究と啓蒙 

 

   【評価】 

・国公立大  目標 14 以上 → 実績 16 

関関同立 目標 20 以上 → 実績 9 

産近甲龍 目標 80 以上 → 実績 94 

 

   ・進研模試偏差値 ss52 以上を学年の２割以上 →18%（１年）、15％（２年） 

           ss46 以上を学年の５割以上 →41%（１年）、27％（２年） 

 

      ・探究活動の推進を行った結果、発表会やその形ができつつある。 

      ・進路指導体制に関する各部署との協力関係に対する構築が不十分であった。ＩＣＴ 

教育は教科により浸透しつつある。 
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   ④入試対策関係 
【重点目標】 

 1. 受験者数の安定化・増加のための活動 

2. ICT ツールを使った広報活動 

3. 情報の収集・共有化 

        4. 今後に向けての対応策の検討 

 

【評価】 

・入試における受験生は昨年より増加したが、専願者数は減少した。地域での受験者人口 

が減った中での増加だったが、今後専願者を増加させることを考える必要がある。 

・コロナ禍の状況で、説明会や校内イベントへの参加を控える受験生、保護者がいると予 

想されたため、オンラインによる個別相談会や説明会を企画した。本校 HP には学校 

紹介 VTR を制作し載せることができた。来校できない受験生、保護者のために学校をア 

ピールするコンテンツが増えたことはよかったと思う。 

    ・次年度の受験者人口はやや増加するが、併願者の戻りが多くはない現状を鑑み、如何に

入学者を増やすのかを、入試対策部、広報係、教務部と共通認識のもとで、保護者・在

校生・卒業生のご協力を得ながらで取り組んでいきたい。 

 

⑤教科 
【重点目標】 

・学力、指導技術の向上 

・教科会の活性化 

・アクティブラーニングを導入した授業の研究 

・新学習指導要領、大学入試問題等の研究推進及び対策 

 

【評価】 
・教科により、教科会で学力向上についての意見交換は行えた（Zoom 教科会等）が、例年 

ほど活発には実施はできない状況であった。これにはコロナ禍が影響を及ぼした。 

・コロナ禍により、昨年度に比べ、研修会等に参加できる機会が減少した。 

・各教科共、教授法の改善には関心が高い。今年度は特に ICT を用いての授業が大きく前 

進した（Zoom を使っての授業が大きく影響）。 

・大学の入試問題の分析を各教科で具体的に組織的に実施した。 

     ・実技教科においては、その教科の特性を鑑み、体力の向上、技術の向上、協調性、素 

晴らしい感性の育成等の目標はほぼ達成できていると考えられる。また実技教科におい 

ても ICT の導入を実施した。 

 

  ⑥学年 
【重点目標】 

1. 各学年に応じた基本的生活習慣及び学力定着、家庭学習の確立  

2. 担任団・学年担当者間・各分掌・保護者との連携 

3. 自立、責任感を持たせる取り組み 
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【評価】 

 ・各学年とも年度当初の目的は概ね達成できた。基本的生活習慣の確立については、学年 

を通じて今後も取り組んでいきたい。 

・学年内での情報共有については、昨年度よりは進展したと思われる。多忙な時間の中で 

も積極的に時間を作るようにした。 

・将来を見据えた大学進学に関しては、各学年とも、二者懇を積極的に行うことで、昨年 

度以上に取り組んだ。 

・今後とも各学年の達成目標を意識した指導の確立を目指していきたい。 

   

  ⑦その他 
   【重点目標】 

    1. SNS、インターネット社会における人権教育の実践 

2. 保健管理の組織的推進、自立的な健康の保持・増進、健康相談活動の充実 

 3. 読書活動の推進  

 4. ホームページ改良、SNS 活用、近隣地域に向けた広報活動の充実 

5. データ処理システムの効率化、個人情報管理の徹底、業務軽減への方策 

    6. 校内・教育環境の整備 

 

【評価】 

  ・SNS、インターネットと人権について考える教材を作成した。ただ内容的には、新型コ 

ロナ禍での人権問題を考えることとなった。 
・保健室から新型コロナウイルス感染症の情報を積極発信し、健康観察、除菌清掃活動に 

取り組み、いち早く感染予防対策に取り組んだ。 

・図書教育においては、安定した図書室運営は実施できた。しかしながら新型コロナ禍の 

影響から積極的な読書活動、委員会活動ができなかった。 

     ・広報ではホームページの改良は実施できたが、管理業者との連携がうまくいったとは言 

えない。SNS 活用では、様々な情報を集めながら研究し、積極的に検討した。また、近 

隣地域に向けた広報活動では、スクールバスの側面に広告を掲載し学校情報を発信した。 

・データ処理システムの効率化は十分とは言えなかった。ただ個人情報の管理の徹底は実 

施でき一定の成果はあった。業務の軽減化は効率的な業務分担においては実現できた。 

・コロナ禍の影響以前に、ICT 教育の環境整備が終わっていたこともあり、年度当初から 

ほぼタイムリーにオンライン授業が実施できた。今後共、この運用が一時的なものとな 

らないよう、積極的に ICT 教育関係の環境を推進していく必要がある。 

 

 

３．授業アンケート 
   授業アンケートは２学期に１回実施し、各教員の授業力の向上を図った。資料については別

紙に記載している。 

 

    



令和２年度に関する学校関係者評価報告書 

 

上 宮 太 子 高 等 学 校 

学校関係者評価委員会 

 

１.  令和２年度自己評価結果について 

 

 令和２年度学校関係者評価は、新型コロナウイルス感染症防止への配慮から、学校評価関係者が一

堂に会して評価を行う従来の方法を取らず、担当者がまとめた報告書を各委員に送付、そして意見を

回収し取りまとめるという方法で実施した。 

 

 今回使用した資料は以下の通りである。 

 

 1. 令和２年度 学校評価に関する各部署の総括 

 2. 令和２年度 学校評価に関する報告書 

 3. 令和２年度 授業アンケート分析 

  

 まず、令和２年度の年間目標として「浄土宗の教えを基盤としながら、卒業後の人生に役立つ人づ

くり、人間力の向上」という前提のもと、「礼節を重んじ、常識を身に着け、ルールを守ること。生

徒に負荷をかけることで学力面を向上させること。そして各コースからの大学合格者数の数値目標や

英検の取得目標を実現させ、共学教育を更に安定させ、各部署それぞれが連携して職務に取り組み、

各教科が授業力の向上のために研究に取り組むこと。そして働き方改革を進めた上で目標を達成して

いくこと。」を掲げ、そのもとで各部署が年間目標を作成し、それに向けて実施できた内容と課題の

報告を上記２の報告書に掲載した。それから、その実施した内容に対しての“遂行度”/“達成度”の

観点を踏まえた評価基準による分析をもとにした自己評価結果を、上記１の総括の中に詳しく掲載し、

各部署からの報告を示した。ここでは、10月の中間評価を経て、年度末に最終的な評価がなされてい

る。結果はあくまでも自己評価であるため、部署によっては若干の評価基準の差異が生じている面も

存在する。 

 

 上記３の「授業アンケート分析」については、例年11月に全生徒を対象に実施している内容が報

告され、その結果に基づいた資料の説明と分析結果が提示された。評価については、真摯に受け止め

なければならない結果も見受けられる。ここで出た結果は、今後、担当者個人や教科会等で検討、活

用されるものである。 

 

  



２.  令和２年度 自己評価結果についての評価 

  

 「各部署の目標と評価」に関しては、各部署ともに細かく適切な目標設定をし、各項目に対して適

切に対処していると評価できる。また、各部署間の連携も前年度よりも更に改善できているようだ。

ただ課題を進めていくうちに、継続的に改善すべき課題、時間不足が原因で達成できなかった課題、

新たに考慮する課題も出てきているようなので、今後とも研鑽をして、より良い学校にしてもらいた

い。シラバスについては生徒の学習計画に役立つものなので、できるだけ公開へと進めてもらいたい。

ただ、コロナ禍の環境の中でオンライン授業に積極的に取り組まれたことはすばらしかったと言える。 

 

 「授業アンケート」に関しては、先生の熱意や生徒の満足度の項目が毎年向上していることは評

価できる。生徒の家庭学習面が伸びており、それが全体を引き上げたとも思われる。今後とも、もっ

と学びたいと思うような授業の評価を高めていってもらいたい。以前から、熱意のある先生が非常に

多いので、授業アンケートの結果を参考にしながら、この取り組みが維持されることを期待している。 

 

 進路指導面では、主体性を育む教育を目標とし、その上で、具体的な数値目標を掲げて取り組まれ

ていることは望ましいことと言える。また、探究活動や教材の活用法、模試の活用法、ICT教育を積

極的に取り入れた家庭学習の在り方を取りまとめていこうとされていることは評価に値する。 

ただ、今年度の評価については、十分に満足できる結果には到達していないということなので、今後

も引き続きこの整備を進めていってもらいたい。教員間の大学入試制度改革研究や「主体的・対話的

で深い学び」の実現への教員研修も推奨されておりながら、コロナ禍の影響で予定通りに進まなかっ

たことは残念である。ぜひとも次年度に環境が戻れば、更なる教員間の研修に取り組んでいかれるよ

うに望むところである。進路情報に関しては生徒だけでなく、保護者にも新しい入試改革の情報等を

積極的に伝達していってもらいたい。 

 

 生徒指導面では、全教員による一律指導を目指した情報共有の取り組みは評価できる。しかし、こ

こでもまたコロナ禍の影響により、生徒への一斉指導に影響が出ていたことは残念なことである。 

配慮を要する生徒への取り組みを強化し、スクールカウンセラーから各学年担当者に至るまでの連携

強化が、スムーズにできたということは評価できるものである。そして、生徒会役員による生徒会活

動を活発に利用され、生徒自らが主体的に行動する意識を学校全体で共有されていることは大変好ま

しい。コロナ禍の影響で行事が変更されたりして大変な面があった中、生徒会役員を中心にその代替

案を考えられたことはすばらしい。この生徒中心の動きが、今後共広がっていくことを大いに期待し

ている。 他校でも生徒主導による活動がますます重要視されてきているので、さらに生徒を活用した

学校生活となるよう取り組まれたい。 

 

 



 各学年、各教科での指導面でも、前回同様に授業アンケートの結果を考慮され、コロナ禍ではあっ

たが、教科内での情報共有にZoom会議等を用いて意思疎通を図られたことは、教員間の意識の統一

を大切にしているということで評価に値する。こうしたあり方は、各分野それぞれでのレベルの底上

げにつながり、今後に期待できるものとなろう。そして、ベテラン教員と新任教員との情報共有が、

安定した一律授業へと繋がるので、ぜひとも継続していってもらいたい。 

 

  

 以上の他に、生徒の愛校心の向上や、入試対策面で同窓会がもっと関わっていく必要性や、クラブ

活動にも目標や評価をしてはどうであろうか、また成人年齢の低下に伴うこれからの高校生の在り方

や、ネット社会におけるメディアリテラシー教育の必要性にもさらに配慮することが必要とのご意見

もいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


